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Online Algorithms for Buffer Management Problems 
宮崎修一
ネットワーク上でふくそうが起った際に，ルータは到着するパケットをすべて処理しきれない場合がある．このとき，
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る． A は価値 1のパケットをけ回しか送っていない．
また，時刻t十1でストップしたので，｛甜イ出：αのパケッ





ケットを送信するためには， Aは時刻 t+ 1以前に価値
αのパケットをキューの先頭に持ってきておかなければ







t -1）以上となる．第 1の場合と第 2の場合を考慮す
ると， Aの競合比の下限は
( 1 ) 
となる． Aはαの催に応じて設計されたものなので，
その αに対して式（ 1 ）の値が最小になるように tが選
ばれている場合が，我々（下限を証明する側）にとって
も都合が悪い．そのように tが選ばれるときの式（ 1 ) 
の値が最大となるように αを選ぶと， α＇.：：＇.4.01となり，



































2-uniform 1. 377"2) 1.377け2)
2-bounded 1.618'8) 1. 618(4).il:l:.(I約
s-uniform 1.618はお 1 
s bounded 1.939112) 1. 6181引けお14)
表4 マルチキューモデルに対する競合比の上下限
上限 下限
l値 1. 58219) 1. 582(IS) 
プリエンプションあり 21霞 2.601詰J.(161 1. 582/IS) 
多値 3(20) 1. 58zt181 
H直 1. 582'19) 1. 582'18) 
プリエンプションなし 2 fi直 4-2／α14).(16) 1. 582¥IS) 
多値 21n （α） 15).(16) 1. 582181 
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